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津軽方言における単純疑問と疑問詞疑問
沢　木　幹　栄
1．　はじめに
　青森県の金木町と弘前市に単純疑問と疑問詞疑問の区割があることが調査
の結果，判明したので報告したい。同様の現象はβ本のいくつかの地点の方
言に存在するとされているが，津軽方言についてはまだその存在が報告され
ていないと思われるからである1）。
2．　金木町の例
　1977年の秋に青森県北津軽郡金木町において「表現法の全鼠調査のための
準備調査」を行っていた際2），疑問文が次のような形式をとることがわかっ
た。（インフォーマントは明治43年生れの葛西武男氏。以下，ka氏と略称す
る。）
　　are　dae　daba3）　（あ才しをま誰力・）
　　are　heNhe：dana（あれは先生か）
　文末にdabaとdana（あるいはbaとna）
という二つの形式が現れている。この二つの形式のあいだで用法の分抵が行
なわれているらしいことは，「表現法の金圏調査のための準備調査票」に従
って調査を行うにつれ毅々わかってきた。以下にそれらの例を示す。なお，
数字は調査票の項目番母である。
083　eglUn　dana（今度の旅行に）行くか
◎88egUln　dana（本当にそんなに大勢）行くのか
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196　eni　erurna　家セこいるか
197kott∫a　kCUrwna　こっちに来るか
199kaguna（手紙を書くか）
　085dogot∫a　egudaba　どこに行くのか
　201∫ONderaba（何を）読んでいるか
　204　naNsanotte　kitaba　何㌧に乗ってきたか
　　　　　　　　　0　207　norurba　　（何時に）寝るか
　ここまでで，ba（あるいはdaba）が疑問詞（dogo，　naitなど）と共起す
ることとnaが疑閥詞のない文に現われてその文が疑問文であることを示す
ことがおかった，　しかし，baが疑閾詞のない疑問文（単純疑問文）に現わ
れることはないのか。また，その逆にnaが疑問詞のある疑問文（疑問詞疑
問文）に現われないかは，まだはっきりしていない。
　そこで金木町在住のもうひとりのインフォーマント，一戸哲三疵（1920年
生れ。以下1戎と略称）にもう少しくわしく聞くことにした。
　まず，前記調査票の疑問表現に関する項目を聞いてみた。以下にその結果
の一部を示す。
　単純疑問
083　eguna　（前出）
088joge　eguredana　（前出。　jogeは「大勢」の意）
090　　area　seNse：dana　　あれをま先生ニカ、
196em　erWna家にいるか　ここに来るか
2◎2　radzwo　kigur　ga　ラジオを聞くか
　　radzuro　klgurna
203pan　lkur’na　パンを食うか
　　疑問詞疑問
805dosa　egUle　daba　前出
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to89
201
．204
207
area　daedaba
nanl　joNderaba
nansa　notte　k猛鼠ba
enydzur　nereba
あれは誰か
前霞
前出
いつ寝るか
　以上のようにka氏とよく似た結果が得られた。ところで，085．088と
Fegureはegur（行く）にeがついた形であろう。このeは東京などで「行
くかいllと欝うときの「い」と関係があるものと思われる。207のnereba
．はもとtik　nerurebaだったののだろう。1氏によれば，「誰が行くか」という
意味でda　egebaとda　egurbaの二通りの書い方があるが，この二つの中
ではegebaのほうが古いとのことであった。
　調査票だけでは，ほかの疑闘詞をともなった疑問文がどうなっているかは
；わからないので，こちらで疑問文をいくつか用意し，それを氏に方言訳して
・いただいた。そのときに，文末にnaを使ってもいいかどうかも聞くことに
した。以下にその結果を示す。〈　〉内は1茂のコメントである。
し、つ来たカtS　　　edzu工　kitaeba
　　　　　　　edzur　k’itaga
　　　　　　　〈～kitanaは不可〉
．どうして来たか　dosw£e　kitaba
　　　　　　　　　o　　　　　　　　〈～簸a鍛aは不可〉
具合はどうか　　a““bεdonnaba
　　　　　　　　〈～donnanaは不可〉
どっちを読むかdedzw　jOLueba
　　　　　　　　dodzva　jomUエa
　　　　　　　　〈～　jomuna普3題をま使わなし・〉
このように「いつ」「どうして」「どう」（donnaは「どんな」
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に対応か）
「どっち」に当たる疑問詞を使った疑問文のときはbaまたは餌が文末に
現われ，naは用いられないということがわかる。
　ここでgaについても一言のべておきたい。　gaは東京方言などの疑問を
表わす終助詞力に意味上も語形上も対応するものだが，金木町では単純疑隠
と疑問詞疑問の劉なく用いられるようである。それは1氏の202，203の答
えを見てもわかる。
　また，文末にbaのついた文が得られた項目（疑問詞疑問）についてna
を代わりに使えるかどうか質問した（項目番号087，089，198，204）が，na
を用いることは不可という回答だった。逆に，項罵昏睡909，196，197，200，
201，203（単純疑問）の項目についてbaを用いることができるかどうか質
問したが，これも不可ということであった。
　結論として，金木町ではnaは単純疑問のみに用い（禁止のnaもあるが
これはイントネーションが異なるので区立される），baは疑問詞疑問のみに
用いることがわかった。疑問を表おす形式はほかにもあるが，単純疑問かど
うかによって使い分けられたりすることはないようである。また，dabaは
断定を表わすdaにがついたものであろう。
3．　弘前市の例
　弘前市では金木町と同様の現象が予想されたので，近藤健蔵氏（1922年生
れ，ko氏と略す）をインフrt・・一マントとして調査を行うことにした。以下
にその結果を示す。
　　単純疑問
083　egurna
　　egurga　（より丁寧な形）
　　eg茎SUiga（闘上の人に対して）
088　eggindaga
　　egurnoga
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・090　　ano　（；ito：seNse：na
　　　　　　　～　seNse：da徽a
　　　　　　　～　se翼se：ga
ユ96　　ene　erUT　（ga）
　　　　●　　　　　　　●
　　　　～　eru工na
　　　　～　erwndana
　　　　　　　　　サ　の　　　　ene　esurga（ちょっと丁寧な言い方）
　　　　畢　　　　　　O　　　　o
　　〈er臓baとは言わない〉
　　　●
1197
202
203
kogosa　1〈urrur
～　　　　　ku工r田na
～　　　k：wruエga
kigusga　　〈自分の妻に〉
　　　　　　　ロ藍gis田ga　＜ちょっと丁寧＞
taber田ga　＜自分のi妻に＞
taberUlna　　＜　　　　〃　　　　＞
tabes田ga　〈丁寧な言い方〉
疑問詞疑闘
iO85
iO89
1201
207
dogosa　egur
　　　　　コ　の～eg翌s臓く丁寧な欝い方〉
～egisuほba　〈丁寧。念を押す雷い方〉
　　　　　　　　＜egisurnaとは雷わない＞
are　daredaba
＜～darena，～daregaとは冒欝わない＞
nani　jonderurno
～　jONderriindaba
～　jONderwba
＜jONderurna，　jONderwga　をま使才つなし・＞
NaNd3i　n1　nerurba
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以上のようにbaとnaの使い分けがはっきりしている。ここで注鼠すべ
きはgaの使い方で金木町ではgaは単純疑問，疑問詞疑問のどちらにも用
いられたのに，ko或の二三ではgaは単純疑問にしか用いられない。
4．　結　び
　以上のような結果から，金木町と弘前市において疑問詞疑問と単純疑問が
区別され，baとnaが文末において相補的な現われ方をすることがわかっ
た。
　今後に残された課題はbaとnaの用法を徹底的に調べることと，疑問表：
現にどのような類型がありうるかを調べつくすことであろう。
　今のところba，　naが他方言のどの形式に対応するかはよくわからない。
疑問詞疑問と単純疑問の三三を持つ他の方言とも直接対応させることはでき
ないようである。恐らく，baとnaによる両疑問表現の区男9は金木町と弘．
前市において他方言とは独立に生じたものであろう4）。
1）『弘前語彙s（松本明著，1982年弘前語彙刊行会発行）の「ば」（365・喫一．
ジ）と「な」（327ページ）の例文からも二三があるらしいことはおかるが，
この区別に関して明示的には書かれていないようである。
2）昭恥52年度の科学研究費「表現法の全国的研究」による。
3）以下，語形は音声表記とする。dabaはnyda場aのように入りわたり鼻．
音がはいることはないようだ。
4）この区別は例えば英語ではイントネーションによってなされており，独
立に生じてもおかしくはない。なお東京方書でも「どこに行くのだ」は可能
でも，「行くのだ」をイントネーションを変えて疑問文にすることはできな
い。（「どこに行く」「行く」はともに疑問文として使える）
　このように東京方言でもごく限られた範囲では一種の区刷がされている。
工藤浩氏よりこれは「だllの性質によるとの示唆があったが，理由はどうあ
れ興味ぶかい事実ではある。
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